
6ビッグデータの活用を取り巻くＩＣＴの進展状況
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● コンテンツ・アプリケーション、プラットフォーム、ネットワーク及びデバイスの各レイヤーに
おけるＩＣＴの進展により、多種多量のデータの生成・収集・蓄積等が可能・容易化。

ソーシャルメディアの普及

Ａｎｄｒｏｉｄ ＯＳの普及

ワイヤレス通信の普及

各種センサーの普及

ＩＣＴ端末の多様化 ●世帯保有状況は、2010年末で、携帯電話等が９割、PC
が８割を超え、インターネット接続テレビが約３割、
スマートフォン及びタブレット型端末が約１割まで普及

●加速度センサの世界市場は、コストダウン等により、
2013年度に、出荷数量で10億7350万個まで拡大し、
市場規模で1675億円となる見込み

ブロードバンド化の進展 ●ブロードバンドの基盤整備率は、2011年度末現在、超
高速ブロードバンドで約93％に達し、加入契約数は約
3500万加入となっており、FTTHが過半数

●電力監視等の遠隔監視分野、電子マネー等の決済データ
通信分野等の国内のＭ２Ｍ市場（モバイル回線契約数）
は、2015年には、1600万件へ拡大する見込み

クラウドサービスの普及 ●我が国のクラウドネットワーク技術の利用は、2009年度
の14.8％から2010年度には22.5％に増加し、クラウド
サービスの市場規模は、2015年には約2.3兆円へ成長

●携帯電話端末用OSのみならず、カーナビやデジタルフォ
トフレーム等の各種機器のOSとして利用され、多種多様
なデータの収集等が可能

動画配信サービスの普及

【出典：総務省「平成23年情報通信⽩書」等各種公表資料】

●我が国における直近１年間のソーシャルメディア（mixi、
Twitter、Facebook）利用者数は約3200万人となり、
ソーシャルメディア消費が1兆5200億円と推計

●平成22年における我が国の動画配信サービスの利用率は
約40％が月に数回以上利用し、また、YouTubeは平成
23年2月現在で約2900万人が加入




